
第
二
条
の
六
〜
第
二
条
の
八

﹇
略
﹈

第
二
条
の
九
〜
第
二
条
の
十
一

﹇
同
上
﹈

（
公
営
企
業
の
廃
止
等
に
係
る
地
方
債
に
つ
い
て
許
可
を
要
し
な
い
場
合
）

﹇
削
る
﹈

第
二
条
の
十
二

第
一
条
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
四
項
の
計
画
に
定
め
る
事
項
）

﹇
削
る
﹈

第
二
条
の
十
三

法
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
財
政
の
健
全
化
の
効
果

二

実
質
公
債
費
比
率
（
健
全
化
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
実
質
公
債
費
比
率
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。）及
び
将
来
負
担
比
率
（
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
将
来
負
担
比
率
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
将
来
の
見
通
し

三

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

四

実
質
赤
字
比
率
（
健
全
化
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
実
質
赤
字
比
率
を
い
う
。）及
び
連
結
実
質
赤
字

比
率
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
い
う
。）の
翌
年
度
及
び
翌
々
年
度
の
見
通
し

五

法
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
為
に
伴
っ
て
当
該
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計

又
は
他
の
特
別
会
計
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
財
産
及
び
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
行
為

に
伴
っ
て
当
該
地
方
公
共
団
体
の
所
有
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
方
針

第
二
条
の
九
〜
第
二
条
の
十
五

﹇
略
﹈

第
二
条
の
十
四
〜
第
二
条
の
二
十

﹇
同
上
﹈

（
法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
の
事
業
）

（
法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
の
事
業
）

第
二
条
の
十
六

法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
に
規
定
す
る
事
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
二
十
一

﹇
同
上
﹈

一

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
（
内
部
管
理
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）に
お
い
て
当
該

住
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
（
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
連

す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
を
含
む
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
事
業

一

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
（
内
部
管
理
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）に
お
い
て
当
該

住
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
（
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
連

す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
を
含
む
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
事
業

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

三

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二

条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。）の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は

改
修
に
係
る
事
業

﹇
新
設
﹈

四

地
域
社
会
の
諸
課
題
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の
（
次
号
及
び
附
則
第
二
条
の
十
八
第
四
号
に
お
い
て
「
地

域
社
会
の
諸
課
題
」
と
い
う
。）を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
に
係
る
事
業

（
特
定
の
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。）

三

地
域
社
会
の
諸
課
題
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の（
次
号
及
び
附
則
第
二
条
の
二
十
三
第
三
号
に
お
い
て「
地

域
社
会
の
諸
課
題
」
と
い
う
。）を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
又
は
改
修
に
係
る
事
業

（
特
定
の
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。）

﹇
イ
〜
ト

略
﹈

﹇
イ
〜
ト

同
上
﹈

五

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

第
二
条
の
十
七

﹇
略
﹈

第
二
条
の
二
十
二

﹇
同
上
﹈

（
法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
の
経
費
）

（
法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
の
経
費
）

第
二
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
四
に
規
定
す
る
経
費
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
二
十
三

﹇
同
上
﹈

一

地
方
公
共
団
体
（
法
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
公
営
企
業
（
第
三
号
に
お
い
て「
公
営
企
業
」と
い
う
。）

を
除
く
。）が
実
施
す
る
附
則
第
二
条
の
十
六
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
除
く
。）

一

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
附
則
第
二
条
の
二
十
一
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
法
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す

る
公
営
企
業
（
第
三
号
に
お
い
て
「
公
営
企
業
」
と
い
う
。）が
実
施
す
る
も
の
（
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
七

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
収
納
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
負
担
又
は
助
成
を
除
く
。）に
要
す
る
経

費
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
除
く
。）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 
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